
宝
厳
の
著
述
と
思
想

一占ハ

|
|
『
願
生
帰
命
弁
』
批
判
の
一
様
相
|
|

序

論

三
業
惑
乱
(
以
下
惑
乱
)
の
強
点
で
あ
る
願
生
帰
命
説
の
淵
源
は
、
第
二
代

知
空
(
一
六
三
四
i
一
七
一
八
)
に
ま
で
遡
っ
て
確
認
出
来
よ
、
加
。
『
御
裁
断
御

書
』
以
後
も
大
魯
や
正
運
な
ど
を
中
心
と
し
て
継
承
さ
れ
、
現
代
に
及
ん
で
も

研
究
・
出
町
仰
を
継
続
さ
れ
て
い
る
事
実
等
を
思
え
ば
惑
乱
は
遣
い
昔
日
の
こ
と

で
は
な
い
。

教
学
的
研
究
の
観
点
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
第
一
の
着
眼
点
は
功
存
『
願
生
帰

命
弁
』
(
以
下
『
帰
命
弁
』
)
の
再
検
討
で
あ
ろ
う
。
願
生
・
三
業
帰
命
の
教
学

的
基
盤
は
主
と
し
て
『
帰
命
弁
』
に
礎
石
を
置
く
と
言
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

そ
れ
以
後
二
十
数
年
を
経
て
、
漸
く
大
麟
『
真
宗
安
心
正
偽
篇
』
や
宝
厳

『
興
復
記
』
等
の
『
帰
命
弁
』
批
判
書
が
出
版
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
願
生

帰
命
説
に
つ
い
て
の
教
学
的
論
争
を
繰
り
拡
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
時
期
は
未
だ
世
俗
的
事
件
の
様
相
を
帯
せ
ず
に
論
争
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お

い
て
、
直
後
の
智
洞
時
代
以
上
に
有
意
義
で
あ
り
、
真
宗
教
学
史
上
貴
重
な
時

期
で
あ
っ
た
と
考
察
出
来
よ
う
。

西

法

興

原

元
来
願
生
帰
命
説
は
信
仰
上
の
問
題
で
あ
る
為
、
幕
府
の
裁
決
に
よ
り
即
効

的
に
信
楽
派
に
転
向
す
る
な
ど
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
惑
乱
研
究

で
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
事
件
性
に
固
執
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

継
続
性
に
着
眼
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
惑
乱
の
核
心
で
あ
る
顕
生
帰

命
説
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
於
い
て
も
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
教
学
的

論
争
と
い
う
側
面
で
惑
乱
を
研
究
す
れ
ば
、
そ
の
時
代
的
区
分
は
相
当
に
広
範

囲
に
わ
た
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

以
下
こ
の
三
則
惑
乱
期
」
教
学
の
一
一
様
相
と
し
て
、
宝
臓
の
著
述
及
ぴ
思
想

を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

本

論

第
一
章

宝
厳
に
つ
い
て

宝
厳
は
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
最
初
は
讃
岐
圏
西
法
寺
の
住
侶
に
な

り
、
後
に
美
濃
国
草
道
嶋
西
国
寺
に
転
住
し
て
布
教
を
お
こ
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
天
明
四
年
(
一
七
八
四
}
に
は
高
倉
学
寮
の
寮
司
と
し
て
安
居
で
『
入
阿



見
達
磨
論
』
を
副
講
、
つ
い
で
『
大
乗
起
信
論
載
記
』
を
講
じ
た
と
い
う
。
安

永
十
年
(
一
七
八
二
に
は
『
興
復
記
』
一
巻
を
著
作
し
、
こ
れ
を
天
明
七
年

三
七
八
七
)
四
月
に
刊
行
、
功
存
の
『
帰
命
弁
』
を
批
判
し
た
。
そ
の
後

『
帰
命
本
願
訣
』
一
巻
(
以
下
『
本
願
訣
』
)
を
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
初
夏
上

旬
に
刊
行
し
て
い
る
。

『
興
復
記
』
は
『
帰
命
弁
』
の
本
格
的
な
論
難
審
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
書
刊
行
の
三
年
前
(
天
明
四
年
・
一
七
八
四
)
に
は
、
典
正
派

大
騰
が
『
真
宗
安
心
正
偽
篇
』
を
著
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
構
成
上
は
三
業
帰

命
説
を
多
数
の
邪
義
(
こ
こ
で
は
六
種
類
}
の
一
と
し
て
位
置
付
け
て
あ
り
、

必
ず
し
も
三
業
帰
命
説
に
の
み
焦
点
を
絞
っ
て
論
述
さ
れ
た
書
物
で
は
な
可
。

一
方
『
興
復
記
』
は
、
宝
厳
が
『
帰
命
弁
』
所
説
の
願
生
・
三
業
帰
命
説
に
の

み
焦
点
を
あ
て
て
精
密
に
論
難
し
て
い
る
と
い
う
点
で
意
義
深
い
著
書
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

そ
の
後
事
和
三
年
{
一
八
O
三
)
東
本
願
寺
は
宝
厳
を
異
義
に
問
い
、
嗣
講

凪
嶺
に
よ
っ
て
安
心
の
改
易
を
行
な
い
回
心
状
を
提
出
さ
せ
る
、
所
調
「
宝
厳

の
異
義
事
件
」
が
起
っ
て
い
る
。
そ
の
異
義
内
容
は
大
別
し
て
五
点
ほ
ど
に
分

@
 

か
れ
る
が
、
特
に
拙
論
に
関
連
深
い
異
義
は
「
弥
陀
を
た
の
む
L

と
い
う
点
と

「
真
宗
の
本
草
」
に
つ
い
て
の
こ
点
で
あ
ろ
う
。

即
ち
宝
厳
は
「
弥
陀
を
た
の
む
L

に
つ
い
て
、
当
始
は
た
の
む
と
言
う
の
は

信
心
の
こ
と
で
あ
り
、
信
心
は
意
業
で
あ
る
と
し
て
意
業
帰
命
を
主
張
し
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
弥
陀
を
た
の
む
と
は
世
間
に
お
い
て
他
人
に
も
の
を
た
の
む
と

同
じ
意
味
で
あ
る
と
云
い
、
た
の
む
は
臨
終
ま
で
相
続
す
る
が
、
た
す
け
た
ま

宝
雌
の
著
述
と
思
想

え
は
一
念
で
あ
る
と
解
釈
し
、
・
た
の
む
と
い
う
の
は
信
の
心
所
、
た
す
け
た
ま

え
は
欲
の
心
所
で
あ
る
と
云
う
説
を
立
て
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
真
宗
に
安
置
す
る
本
草
は
、
安
心
決
定
に
導
く
為
の
方
便
で
あ
っ
て
、

信
心
決
定
し
た
者
に
は
も
は
や
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
何
ら
か
の
力
用

の
あ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
信
心
決
定
の
上
に
、
さ
ら
に
こ
の
本
草
を
安

置
す
る
の
は
、
諸
宗
の
通
規
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真
宗
も
こ
れ
に
従
い

仏
恩
を
報
ず
る
の
み
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
業
帰
命

の
儀
則
の
一
つ
と
し
て
、
本
尊
に
向
っ
て
三
業
を
表
し
て
た
の
む
行
儀
を
批
判

す
る
為
に
次
第
に
強
硬
に
な
っ
た
所
謂
勇
み
足
と
受
け
と
る
事
が
出
来
よ
、
功
。

即
ち
こ
れ
ら
の
異
義
は
宝
厳
が
、
三
業
帰
命
説
を
破
斥
せ
ん
が
為
に
邪
義
に
お

ち
い
っ
た
も
の
と
も
云
え
な
く
も
な
い
。
初
期
の
『
興
復
記
』
『
本
願
訣
』
に

つ
い
て
は
、
若
干
の
意
業
帰
命
が
発
見
出
来
、
後
期
の
『
挟
膜
篇
』
に
至
っ
て

は
諸
処
に
そ
の
主
張
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

真
宗
安
心
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
信
心
意
業
説
は
否
定
さ
れ
る
べ

き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
歴
史
的
に
遡
れ
ば
、
第
二
代
能
化
知
空
の

「
南
窓
麗
盛
」
や
峻
諦
の
「
北
窓
偶
競
」
或
い
は
第
五
代
能
化
義
教
の
「
閲
寮

壁
間
」
な
ど
に
は
意
業
帰
命
の
一
一
端
が
見
え
隠
れ
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特

別
に
異
義
異
安
心
に
問
責
す
る
議
論
を
招
い
た
様
子
も
な
い
こ
と
か
ら
も
信
心

の
怠
業
非
意
業
の
問
題
自
体
が
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
察
出
来
る
。
普

@
 

賢
大
国
氏
著
「
非
意
業
の
研
究
」
に
よ
れ
ば
信
心
非
意
業
説
は
惑
乱
渦
中
に
あ

っ
て
「
信
楽
一
心
の
帰
依
投
托
の
他
力
心
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
る
結
果
顕
れ

た
る
学
説
」
で
主
と
し
て
信
楽
派
の
学
者
(
大
混
・
道
隠
・
履
普
・
自
謙
な
ど
}

七



に
起
源
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
君
、
主
な
ら
ば
現
代
の
真
宗
信
心
に
照
ら
し

て
宝
雌
当
時
の
意
業
一
帰
命
を
即
座
に
異
義
と
判
断
す
る
の
尚
早
計
で
あ
ろ
、
加
。

第
二
章

主
要
著
述
の
構
成
と
特
徴

第
一
節
『
奥
復
記
』
に
つ
い
て

天
明
七
年
刊
行
の
文
集
堂
蔵
の
和
本
(
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
の
写
字
台
文

庫
所
蔵
本
)
に
基
づ
く
と
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
尚
拙
論
中
の

丁
数
、
行
数
な
ど
は
こ
の
書
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

ー
造
由
(
一
丁
)

T
六
門
1
1窮
一
門
(
二
丁
右
1
九
丁
右
L
8
)
:
:
:
:
・j
i
-
-対
願
生
帰
命
説

一

丁

第

二

門

{

九

丁

右

L
9
1
十
六
丁
左
L
8
)
・
:
:
:
:
対
三
業
帰
命
説

一

T
金
三
門
{
十
六
丁
左
L
9
1
十
八
丁
右
L
S
i
-
-
対
三
業
帰
命
説

一

T
会
四
門
(
十
八
丁
右
L
8
・3
十
八
丁
左
L
5
)
:
:
:
対
三
業
帰
命
説

一
丁
第
五
門
{
十
八
丁
左
L
6
i
十
九
丁
右
L
9
)
・
:
:
・
対
三
業
帰
命
説

一
「
窮
六
門
(
十
九
丁
右
L
U
-
-
十
一
丁
左
L
7
)

一

:

:

・

帰

命

の

日

時

の

記

憶

・

常

た

の

み

T
「
追
加
」
項
目
(
二
十
一
丁
左
L
8
t
ニ
十
三
丁
左
L
4
)

・
:
対
三
業
帰
命
説

一

結

語

(

二

十

三

丁

左

L
4
1
二
十
三
丁
左
L
8
)

『
興
復
記
』
一
巻
は
、
天
明
七
年
三
七
八
七
)
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
金
二

十
三
丁
の
著
述
で
、
三
州
の
稗
普
永
と
い
う
名
前
を
使
用
し
て
宝
厳
が
著
作
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
造
曲
部
分
ご
了
の
左
右
)
で
、
『
帰
命
弁
』
の

こ
と
を
「
邪
説
{
無
帰
命
安
心
の
こ
と
)
を
弾
斥
す
る
こ
と
、
そ
の
功
ほ
ぽ
存

八

せ
り
」
と
語
呂
を
合
わ
せ
て
著
者
功
存
を
郷
撤
し
て
い
る
。
本
論
で
は
『
帰
命

弁
』
六
門
に
則
し
て
顕
生
・
三
業
帰
命
説
を
論
難
し
(
ニ
丁
右
i
二
十
一
丁

左
)
、
下
巻
『
追
加
」
の
項
に
及
ぶ
ま
で
全
面
的
に
批
判
を
加
え
、
合
せ
て
十

四
ヶ
粂
を
挙
げ
て
い
る
。

結
論
部
分
(
二
十
三
丁
左
)
に
至
り
、
「
弁
主
は
聖
教
の
句
商
を
曲
げ
師
伝
口

決
に
よ
ら
ず
私
に
名
目
を
立
て
て
会
釈
」
し
て
い
る
と
述
べ
一
論
を
締
め
く
く

っ
て
い
る
。

金
二
十
三
丁
の
う
ち
願
生
帰
命
説
の
論
難
に
使
用
し
た
紙
数
は
、
ニ
丁
右
よ

り
九
丁
右
ま
で
の
合
計
七
丁
分
の
紙
数
で
、
全
体
の
三
割
程
度
の
分
量
で
あ
る

が
、
三
業
帰
命
説
の
論
難
に
費
や
し
た
枚
数
は
、
そ
の
約
二
倍
で
九
丁
左
よ
り

二
十
三
丁
左
ま
で
合
計
十
四
丁
分
と
約
六
割
も
の
分
量
に
な
っ
て
い
る
。

他
方
『
本
願
訣
』
で
は
『
帰
命
弁
』
を
論
難
す
る
箇
所
は
合
計
百
八
簡
所
も

存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
願
生
帰
命
説
を
批
判
す
る
筒
所
は
、
十
七
箇
所

で
一
割
五
分
程
度
の
割
合
な
の
に
対
し
て
、
残
り
の
九
十
二
箇
所
に
わ
た
っ
て

は
三
業
帰
命
説
へ
の
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
著
述
内
容
に
於
い
て
『
典
復
記
』

と
『
本
願
訣
』
で
は
、
そ
の
思
想
的
発
展
や
変
遷
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
先
に
刊
行
さ
れ
た
『
興
復
記
』
で
は
三
業
帰
命
説
の
理
論
的
根
拠
で
あ

る
願
生
帰
命
説
の
難
点
を
ま
ず
概
説
的
に
論
じ
、
続
刊
の
『
本
願
訣
』
で
は

『
興
復
記
』
で
は
充
分
に
表
現
し
尽
き
れ
な
か
っ
た
三
業
帰
命
説
へ
の
批
判
に

力
点
を
置
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
出
来
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
『
本
願
訣
』
に
つ
い
て

寛
政
元
年
二
七
八
九
)
京
都
西
村
九
郎
右
衛
門
の
刊
行
。
讃
岐
の
西
法
寺



蔵
版
の
書
に
基
づ
い
て
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

門

ji--正
義
を
破
す
}
一
一
丁
右

L
3
4
一
十
三
丁
右

L
m

一
二
十
七
条
に
わ
た
り
、
合
計
百
八
ヶ
粂
の
論
難
(
功
存
宛

一

の

書

簡

}

一

製

作

意

図

・

経

緯

一

作

法

た

の

み

を

破

斥

す

「
第
二
門
(
正
義
を
顕
す
)
三
十
三
丁
左
L
1
1
五
十
三
丁
左

三
十
三
丁
左
L
2

四
十
丁
右

L
5

四
十
二
丁
左
L
4

-
初
門
(
名
を
釈
す
)

二
門
(
体
を
出
す
)

三
門
(
料
簡
す
)

諜
結
語
は
特
に
な
い

『
興
復
記
』
の
内
容
が
や
や
概
論
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
本
願
訣
』
は
、

主
と
し
て
三
業
帰
命
説
に
対
す
る
論
難
の
為
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金

五
十
三
丁
の
う
ち
、
ま
ず
序
文
で
本
書
の
構
成
に
二
門
あ
り
と
し
ご
丁
左
て

第
一
門
で
「
今
の
不
正
義
を
破
し
」
、
第
二
門
に
至
っ
て
「
正
に
古
の
正
義
を

顕
す
」
と
す
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
二
丁
右
か
ら
始
ま
る
細
部
に
わ
た
る
論

難
で
、
実
に
三
十
丁
右
に
至
る
ま
で
百
八
条
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の

後
さ
ら
に
製
作
の
動
機
・
経
緯
及
ぴ
作
法
た
の
み
に
関
し
て
批
判
を
行
い
(
三

十
丁
右
i
三
十
三
丁
右
)
第
一
門
を
終
え
て
い
る
。

第
二
門
に
お
い
て
は
さ
ら
に
三
つ
の
門
に
分
か
ち
、
ま
ず
『
名
を
釈
し
」
第

二
に
「
体
を
出
し
」
第
三
に
『
料
簡
す
」
と
組
織
し
て
い
る
。

宝
厳
の
著
述
と
思
想

『
本
願
訣
』
の
最
大
の
主
旨
は
、
た
の
む
と
い
う
意
味
は
欲
願
で
は
な
く
信

心
の
義
で
あ
る
と
い
う
点
に
尽
き
る
。

『
帰
命
弁
』
に
対
す
る
論
難
手
法
は
、
第
一
に
教
義
上
の
批
判
と
、
第
二
に

文
証
上
の
批
判
と
い
う
両
面
に
わ
た
る
手
法
で
、
後
時
に
出
版
さ
れ
る
『
棒
土

真
宗
金
剛
鉾
』
(
寛
政
九
年
・
一
七
八
九
}
や
『
横
趨
直
道
金
剛
鉾
』
(
享
和
元

年
・
一
八
O
こ
に
よ
る
論
難
方
法
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
と
、
信

楽
派
に
よ
る
欲
生
駒
批
判
の
旗
手
を
担
つ
た
著
述
と
言
え
よ
う
。

第
三
節
『
挟
膜
篇
』
に
つ
い
て

『
挟
膜
篇
』
一
巻
は
寛
政
二
年
(
一
七
九
O
)
、
京
都
・
黒
石
七
兵
衛
刊
行
の

全
五
十
四
丁
の
和
本
(
飽
谷
大
学
図
書
館
蔵
)
で

あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ー
序

|
1
『
釈
疑
篇
』
と
は
:
j
i
-
-
丁
右

T
『
釈
疑
篇
』
の
概
要
重
複
箇
所
を
指
摘
す
る

一

一

丁

左

L
2
1
四
丁
右
L
1
{
二
十
六
簡
所
あ
り
)

「
『
本
願
訣
』
へ
の
誤
解
曲
解
箇
所
を
指
摘
す
る

(
二
十
二
簡
所
)

z 
t| 
膏11' .. 

麗 挟
繍農
を』

論 成
雛立
T経
ε緯

四
丁
右
L 

合
計
六
十
困
難
:
:
:
:
:
:
:
:
:
五
丁
左
L
7
1
五
十
四
丁
右
L
8

ム
{
五
十
四
丁
右
L
4
1
五
十
四
丁
左
L
1
}

本
書
は
『
本
願
訣
』
の
論
難
に
対
し
て
著
わ
さ
れ
た
玄
伎
著
『
蝉
妄
釈
疑

九



篇
』
(
以
下
『
釈
疑
篇
』
)
を
論
難
す
る
為
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
釈
疑

篇
』
に
お
け
る
異
義
と
は
、
『
帰
命
弁
』
で
使
用
さ
れ
た
願
生
・
三
業
帰
命
説

並
ぴ
に
「
信
行
融
即
」
と
い
う
用
語
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
前
半
の
第
二

難
か
ら
第
困
難
ま
で
は
願
生
帰
命
説
に
つ
い
て
の
精
密
な
論
述
で
あ
り
、
宝
厳

学
説
の
大
部
分
が
こ
の
筒
所
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

後
半
部
分
は
主
と
し
て
三
業
帰
命
説
に
関
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半

部
分
で
既
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
論
難
項
数
は
多
い
も
の
の
『
奥
復
記
』

『
本
願
訣
』
ほ
ど
の
険
し
い
論
調
で
は
な
い
。
ま
た
功
存
が
『
帰
命
弁
』
で
使

用
し
た
「
信
行
融
却
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
『
典
復
記
』
に
続
い
て
批
判

し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

本
著
述
最
大
の
特
徴
は
、
宝
肢
が
強
く
意
業
帰
命
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
願
生
帰
命
説
批
判
の
一
論
調
と
し
て
『
典
復
記
』
や
『
本
願
訣
』
で
も

そ
の
傾
向
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本
書
に
至
つ
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
例
え

ば
第
九
難
{
十
二
丁
右
)
に
お
い
て
、
『
御
文
章
』
の
『
向
い
た
て
ま
つ
る
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
、
身
口
業
を
用
い
て
向
か
う
と
い
う
見
解
を
破
斥
し
て

「
身
の
向
ふ
義
と
解
す
る
者
は
往
生
不
定
な
り
。
そ
の
敬
は
身
の
向
ふ
は
た
だ

こ
れ
恭
敬
に
し
て
必
ず
し
も
帰
命
な
ら
ず
。
意
の
向
ふ
は
帰
命
し
て
即
ち
こ
れ

恭
敬
な
り
。
こ
れ
意
業
は
、
重
き
が
敬
な
り
」
等
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
第

十
難
に
も
「
意
業
の
帰
命
は
安
心
な
り
。
身
業
礼
拝
等
は
こ
れ
起
行
な
り
」
と

も
言
い
、
ま
た
第
四
十
九
難
で
も
、
「
そ
の
信
と
い
ふ
は
行
者
の
意
業
に
約
し

て
名
づ
け
、
行
と
い
ふ
は
行
者
の
語
業
に
つ
き
て
名
る
な
り
」
と
も
コ
ニ
心
は

意
業
な
り
。
称
名
は
口
業
な
り
」
等
と
論
じ
て
い
る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
の
で

ニO

あ
る
。
『
興
復
記
』
『
本
願
訣
』
そ
し
て
『
扶
膜
篇
』
に
至
っ
て
、
宝
般
の
思
想

的
変
遷
は
よ
り
鮮
明
か
つ
強
固
に
三
業
帰
命
説
を
排
斥
せ
ん
為
に
意
業
帰
命
説

を
主
張
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
三
章

『
帰
命
弁
』
批
判
の
焦
点

第
一
節
願
生
帰
命
説
へ
の
批
判

第
一
項
教
義
的
考
察

願
生
帰
命
説
は
『
帰
命
弁
』
六
門
中
の
第
一
門
(
二
丁
右
1
九
丁
右
L
8
)

に
集
中
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
他
の
箇
所
で
は
余
り
見
ら
れ
な
句
。
こ
の
説
の

論
点
は
、
三
信
・
を
総
括
し
て
吋
た
の
む
」
を
表
現
す
る
の
に
、
信
楽
を
と
ら
ず

に
何
故
欲
生
を
と
り
挙
げ
て
た
の
む
一
心
の
姿
と
す
る
の
か
と
い
う
一
点
に
集

約
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
宝
般
の
主
張
は
、
親
鳴
は
三
信
を
信
楽
に
お
さ
め
て

一
心
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
『
た
の
む
」
と
は
信
楽
の
義
で
あ
っ
て
欲
生
の
畿

で
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
『
御
文
章
』
に
三
心
一
向
に
弥
陀
に
帰
命
す
る
を
も
っ
て
本
願
を

信
楽
す
る
体
と
向
。
」
と
示
さ
れ
、
ま
た
『
和
語
灯
録
』
に
は
『
深
信
と
い
ふ

は
か
の
仏
の
本
願
は
い
か
な
る
罪
人
を
も
捨
て
ず
唯
名
号
を
称
ふ
る
こ
と
一
声

ま
で
に
決
定
し
て
往
生
す
と
深
く
た
の
み
で
少
し
の
疑
ひ
も
な
き
を
申
す
な

均
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、
真
宗
に
於
い
て
阿
弥
陀
仏
を
た
の
む
と
い
う
義
は
、

信
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

元
来
寸
た
の
む
」
と
は
如
何
な
る
言
葉
か
と
言
う
と
、
あ
て
に
す
る
と
こ
ろ

あ
っ
て
、
そ
れ
を
カ
と
し
て
よ
り
も
た
れ
て
、
不
定
に
思
う
心
な
い
の
を
た
の



む
と
い
う
。

例
え
ば
『
古
今
和
歌
集
』
の
僧
正
遍
照
の
歌
(
二
九
二
番
}
に
、
「
わ
ぴ
人

の
わ
き
て
た
ち
よ
る
木
の
も
と
は
頼
む
か
け
な
く
紅
葉
散
り
け
り
」
と
詠
ま

れ
て
い
る
し
、
ま
た
小
野
小
町
の
歌
(
五
五
三
番
)
「
う
た
た
寝
に
恋
し
き

夢
て
ふ
も
の
は
た
の
み
そ
め
て
き
」
と
あ
る
よ
う
句
、
皆

人
を
見
て
し
よ
り

確
か
に
力
に
し
て
よ
り
か
か
り
い
る
心
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
信
楽
一
心
で
は
な
く
、
欲
生
一
心
に
よ
り
か
か
っ
て
も
よ
い
の
で

は
と
い
う
考
え
方
も
出
て
こ
よ
う
。
何
故
信
楽
な
の
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

文
字
の
上
か
ら
言
う
と
、
「
た
の
む
」
の
意
味
を
持
つ
字
は
多
く
、
頼
の
字

は
依
怖
・
侍
・
籍
。
ま
た
磁
の
字
は
依
・
託
、
特
の
字
は
頼
・
依
、
愉
の
字
は

侍
・
頼
と
訓
じ
て
い
る
。
一
方
で
信
の
字
に
侍
・
佑
な
ど
の
義
が
あ
る
よ
う
に

@
 

は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
戦
国
策
』
に
よ
る
と
「
寡
信
諸
候
{
諸
候
を
た

の
み
す
く
な
し
ご
と
あ
る
註
に
「
信
猶
侍
(
信
は
な
お
侍
の
加
し
ご
と
あ
る
し

過

⑮

『
杜
律
』
に
は
「
帰
帆
但
信
風
」
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
で
も
、
信
の

字
は
頼
恐
侍
怖
の
字
と
同
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

親
婦
に
於
い
て
は
『
高
憎
和
讃
』
に
、
「
本
師
道
縛
大
師
は
浬
繋
の
広
業

き
し
お
き
て
本
願
他
力
を
た
の
か
つ
つ
五
濁
の
群
生
す
す
め
し
切
」
と
示

さ
れ
て
い
る
し
、
『
末
灯
紗
』
に
も
「
念
仏
を
深
く
た
の
み
で
L

鞠
と
説
か
れ

て
い
る
。

ま
た
蓮
如
は
こ
れ
を
盛
ん
に
教
示
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
疑
が
わ
な
い
の

も
、
は
か
ら
わ
な
い
と
い
う
の
も
、
帰
命
と
言
い
、
安
心
と
言
い
、
決
定
と
言

宝
般
の
著
述
と
思
想

い
、
正
念
と
言
い

一
心
と
言
い
、
専
念
と
言
い
、
信
梨
と
い
う
の
も
、
そ
の

言
葉
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
そ
の
意
は
皆
同
じ
た
の
む
で
あ
る
と
し
た

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
宝
厳
は
「
た
の
む
」
を
意
味
の
上
か
ら
欲
生
で
は
な
く
信
心

の
義
と
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
項
文
証
的
考
察

特
に
『
御
文
章
』
に
基
づ
い
て
文
証
上
か
ら
、
功
存
の
願
生
帰
命
説
を
批
判

し
て
い
る
。

ま
ず
『
御
文
章
』
の
「
た
の
む
」
と
い
う
語
の
体
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六

字
の
姿
で
あ
る
と
す
る
。

た
の
む
姿
も
た
す
け
た
ま
え
る
所
由
も
名
号
法
体
に
つ
い
て
示
し
て
、
こ
れ

を
領
解
し
て
い
る
の
が
他
力
信
心
を
得
て
い
る
姿
で
あ
る
と
『
御
文
章
』
で
は

示
さ
均
、
は
じ
め
に
名
号
法
体
の
所
由
を
挙
げ
て
、
そ
の
意
を
直
ぐ
に
能
信
の

機
に
顕
現
し
て
一
心
に
弥
陀
を
た
の
め
ば
{
南
無
)
必
ず
す
く
い
た
ま
う
べ
し

{
阿
弥
陀
仏
)
と
心
得
え
る
の
が
、
た
の
む
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
『
興
復
記
』
で
は
「
た
の
む
」
の
語
で
問
答
を
設
け
て
、
「
弥
陀
を
た
の
む
」

と
い
う
の
と
「
後
生
た
す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
」
と
い
う
の
で
は
異
な
る
の
か

と
自
問
自
答
し
て
い
る
。
両
方
と
も
結
論
的
に
は
同
一
で
は
あ
る
が
、
総
と
別

の
違
い
が
あ
る
と
言
う
。
「
弥
陀
を
た
の
む
」
と
い
う
の
は
、
信
楽
開
発
の
初

一
念
か
ら
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
憶
念
の
心
が
た
え
な
い
相
を
総
称
し
て
表



現
し
た
言
葉
で
あ
る
と
説
く
。
他
力
を
た
の
む
、
本
願
を
た
の
む
、
仏
智
を
た

の
む
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
た
の
む
と
い
う
の
も
、
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

一
方
『
後
生
た
す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
」
と
い
う
の
は
、
帰
命
の
言
が
そ
の

意
味
で
あ
る
と
す
る
。
調
わ
ば
一
念
帰
命
の
義
を
別
途
に
表
現
し
た
言
葉
で
あ

る
。
『
御
文
章
』
の
な
か
に
は
、
総
別
兼
用
で
使
用
し
て
い
る
箇
所
も
存
在
す

る
が
総
別
と
も
に
信
心
と
し
て
は
同
様
で
あ
る
と
し
て
い
し
刊
。

従
っ
て
『
帰
命
弁
』
に
於
い
て
「
た
の
む
と
言
う
は
如
実
の
願
と
欲
と
の
お

も
む
き
な
り
」
と
言
う
の
は
誤
認
で
あ
っ
て
、
『
御
文
章
』
に
た
す
け
た
ま
え

と
申
さ
ん
も
の
と
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
発
語
に
あ
ら
わ
す
事
と
混
同
し
て
は

な
ら
な
い
と
す
る
。
宝
厳
は
信
心
は
口
業
で
は
な
く
心
相
の
中
の
随
一
で
あ
っ

て
、
三
業
の
中
で
は
意
業
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
『
御
文
章
』
の
中
で
は
、
心
に
た
す
け
た
ま
え
と
も
、
た
す
け
た
ま

え
と
思
う
心
と
も
著
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
一
ヶ
所
も
口
に
と
も
言
葉
に
と
も
身

に
と
も
著
わ
さ
れ
て
い
な
い
と
論
述
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
心
の
内
面

{
安
心
上
)
の
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
信
心
決
定
は
身
語
の
姿
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
と
論
述
し
て
い
る
。

三
業
帰
命
説
へ
の
批
判

第
一
項
教
義
的
考
察

『
興
復
記
』
で
は
三
業
帰
命
説
を
、
教
義
面
か
ら
批
判
す
る
為
に
以
下
の
三

点
を
挙
げ
る
。

第
一
に
、
仏
教
の
基
本
概
念
か
ら
の
三
業
の
把
握
で
あ
る
。
『
法
偽
』
で
は
、

第
二
節

業
の
主
体
は
善
悪
の
心
を
働
か
せ
る
思
と
い
う
心
の
働
き
に
あ
る
と
い
う
点
で
、

そ
の
思
に
相
応
す
る
意
を
主
と
し
て
意
業
と
し
て
、
そ
の
恩
は
身
語
に
具
体
的

に
表
現
さ
れ
る
の
で
身
業
・
口
業
を
含
め
て
三
業
と
言
う
。
そ
の
思
の
中
に
は

三
種
あ
り
、
審
慮
思
・
決
定
思
・
動
発
勝
恩
の
三
種
で
あ
る
と
い
う
が
、
往
生

の
業
事
成
弁
は
決
定
思
の
一
念
に
あ
る
と
宝
厳
は
説
く
。

即
ち
『
御
文
章
』
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
の
め
ば
易
く
た
す
け
た
ま
う
い

わ
れ
を
聞
き
得
て
、
た
す
け
ま
し
ま
せ
と
思
う
一
念
の
心
決
定
す
る
の
は
、
審

慮
思
で
も
、
動
発
勝
思
で
も
な
く
、
決
定
思
の
時
で
あ
る
。
こ
の
決
定
心
の
一

念
に
、
摂
取
の
利
益
に
あ
ず
か
つ
て
往
生
の
業
事
が
成
弁
す
る
の
で
あ
る
と
論

じ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
時
点
で
は
、
口
業
の
称
名
を
は
さ
む
こ
と
が
な
く
、
身

業
礼
拝
を
す
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
三
業
帰
命
説
で
云
う
所
の
コ
ニ
業
を

表
し
て
た
の
む
時
に
往
生
が
業
事
成
弁
す
る
」
と
言
う
の
は
、
仏
教
基
本
概
念

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
『
帰
命
弁
』
第
三
門
の
冒
頭
「
道
理
を
弁
ず
」
(
八
丁
左
)
部
分
で

は
、
行
者
が
信
楽
開
発
以
後
に
恭
敬
心
よ
り
三
業
を
表
わ
す
と
説
示
す
る
な
ら

ば
疑
義
は
な
い
が
、
信
楽
が
開
発
し
往
生
決
定
す
る
初
一
念
令
帰
仏
の
法
は
三

業
帰
敬
を
用
い
る
も
の
是
通
方
の
理
な
り
」
八
丁
左
)
に
お
い
て
、
既
に
三
業
を

表
す
る
と
主
張
し
て
い
る
の
は
宗
義
に
反
し
て
い
る
。

第
三
に
「
信
行
融
即
」
と
い
う
語
義
に
関
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
『
帰

命
弁
』
九
丁
右
に
於
い
て
「
真
言
浄
土
の
知
き
先
ず
そ
の
事
行
を
首
と
す
」
と

い
う
一
節
が
存
在
す
る
が
、
真
言
は
と
も
か
く
と
し
て
、
浄
土
に
何
の
事
行
を

首
と
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
批
判
を
す
る
。
首
は
尾
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る



か
ら
、
も
し
事
行
を
首
と
す
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
理
解
を
尾
と
す
る
と

言
え
よ
う
か
。
と
こ
ろ
が
真
宗
の
帰
命
の
初
一
念
は
、
上
述
の
通
り
信
で
あ
っ

て
行
で
は
な
い
。
信
の
一
念
を
事
行
と
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
理

解
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
。

ま
た
次
下
に
「
他
力
易
行
の
健
径
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
功
存
の
説
く
と
こ

ろ
の
教
え
は
行
で
あ
る
か
信
で
あ
る
か
。
も
し
行
と
す
る
な
ら
ば
一
念
帰
命
の

信
を
論
じ
て
い
る
一
段
に
何
故
唐
突
に
行
を
論
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
信

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
信
は
理
解
で
あ
っ
て
事
行
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
上

信
行
が
混
雑
し
て
い
る
の
が
功
存
の
教
示
で
あ
り
、
そ
の
一
因
は
「
信
行
融

即
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
依
る
と
宝
離
は
論
難
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
帰
命
弁
』
「
追
加
L

の
項
(
下
巻
十
六
丁
左
}
に
、

心
を
以
て
念
仏
と
し
て
同
時
に
行
と
名
づ
け
、
乃
至
十
念
を
も
っ
て
信
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
七
祖
宗
租
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
信
行
融

即
L

と
い
う
名
目
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
く
。

上
述
の
よ
う
に
信
心
は
意
業
に
属
し
行
は
身
口
業
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
、
意
に
仏
た
す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
の
も
、
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る

の
も
、
そ
の
体
は
と
も
に
名
号
で
あ
る
が
、
衆
生
が
名
号
を
聞
い
て
心
に
得
る

一
念
帰
命
の
信

時
に
は
信
心
と
名
づ
け
て
称
名
念
仏
と
は
言
わ
な
い
。
一
方
そ
の
名
号
を
口
に

唱
え
る
時
に
は
行
と
言
う
が
信
心
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
と
重
ね
て
解
説
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

宝
厳
の
著
述
と
思
想

第
二
項
文
証
的
考
察

ま
ず
『
帰
命
弁
』
に
於
い
て
は
『
浄
土
論
』
初
行
偏
の
見
方
に
つ
い
て
、
礼

拝
・
讃
暁
・
作
願
の
三
念
門
を
以
て
他
力
安
心
の
標
相
と
し
て
い
る
事
に
対
し

て
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
る
。
功
存
が
三
念
門
を
と
る
意
図
は
、
三
念

を
そ
れ
ぞ
れ
三
業
に
配
当
す
る
計
ら
い
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

一
般
的
に
『
浄
土
論
』
初
行
備
を
他
力
安
心
に
と
る
時
に
は
、
こ
と
さ
ら
三
業

に
配
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
『
棒
土
論
』
は
、
三
経
を
全
般

的
・
総
合
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
『
往
生
要
集
』
を
窺
う
と
、
『
浄
土
論
』
に
於
け
る
『
観
経
』
の
意

を
と
っ
て
五
念
門
を
行
者
の
修
行
す
る
も
の
と
し
て
い
旬
。
一
方
『
入
出
二
門

偶
』
を
窺
う
と
、
『
滞
土
論
』
に
お
け
る
『
大
経
』
の
意
を
と
っ
て
五
念
門
を

法
蔵
菩
薩
の
修
行
と
し
て
お
り
、
菩
薩
は
五
念
門
に
よ
っ
て
自
利
利
他
の
功
徳

を
成
就
し
て
本
願
力
を
も
っ
て
一
切
衆
生
に
廻
向
し
、
衆
生
は
こ
の
廻
向
に
よ

っ
て
信
行
を
獲
得
し
て
無
上
妙
果
を
得
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
旬
。
つ
ま
り
五

念
門
は
『
観
経
』
の
意
な
ら
ば
、
他
力
の
正
業
で
は
な
い
が
、
『
大
経
』
の
意

で
あ
れ
ば
行
者
の
修
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
初
行
備
は
親
婚
の

上
で
は
、
五
念
門
に
も
三
業
に
も
配
当
し
な
い
他
力
信
心
の
相
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
『
入
出
二
門
備
』
に
「
世
親
菩
薩
(
天
親
)
は
、
大
乗
修
多

羅
真
実
功
徳
に
よ
り
て
、
一
心
に
尽
十
方
不
可
思
議
光
加
来
に
帰
命
せ
し
め
た

ま
へ
旬
。
」
と
示
し
、
ま
た
『
高
憎
和
讃
』
に
「
尽
十
方
の
無
碍
光
仏
一
心

に
帰
命
す
る
を
こ
そ
天
親
菩
躍
の
み
こ
と
に
は
願
作
仏
心
と
の
べ
た
ま

W
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帰
命
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
他
力
の
信
心
と
し
て
お
り
、



礼
拝
等
に
配
当
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
説
い
て

い
る
。た

ま
た
ま
初
行
の
備
が
三
業
を
具
え
た
形
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
行
者
が

三
業
を
表
わ
し
て
た
の
む
こ
と
を
意
味
す
る
偏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
功
存
が

五
念
門
の
中
か
ら
三
念
門
を
取
り
出
し
て
、
行
者
帰
命
の
三
業
に
配
当
す
る
こ

と
は
、
大
経
弘
願
の
意
味
で
も
な
く
、
観
経
要
門
の
意
味
で
も
な
く
、
お
そ
ら

く
三
業
帰
命
の
文
証
が
な
い
の
で
、
曲
解
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と

述
べ
て
い
る
。

そ
の
上
に
生
因
を
審
つ
で
あ
る
弥
陀
の
本
願
に
は
、
た
だ
信
じ
て
念
働
す
る

よ
り
他
に
、
三
業
と
も
合
掌
と
も
説
か
れ
て
い
な
い
と
宝
厳
は
主
張
す
る
。

第
二
点
は
、
『
帰
命
弁
』
で
は
『
観
経
』
下
下
品
の
衆
生
を
文
証
に
し
て
、

合
掌
礼
拝
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
極
重
悪
人
は
臨
終
苦
に
あ
っ
て
合
掌
も

出
来
な
い
が
、
仏
名
を
称
す
る
ば
か
り
で
往
生
出
来
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
教
説
は
弥
陀
の
本
誓
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
為
の
釈
尊
の
言

葉
で
あ
っ
て
、
合
掌
敬
礼
等
の
三
業
を
表
し
て
た
の
む
べ
き
と
い
う
行
為
を
説

く
筒
所
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
『
御
文
章
』
で
も
一
念
帰
命
の
た
の
む
相
を
述
べ
て
い
る
が
、
三
業
を

表
し
て
た
の
め
と
い
う
こ
と
は
一
簡
所
も
な
い
。
蓮
如
は
一
念
帰
命
を
示
す
箇

@
 

所
に
は
、
必
ず
「
何
の
よ
う
も
な
く
」
『
何
の
わ
づ
ら
い
も
な
く
L

と
つ
け
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

第
三
に
『
帰
命
弁
』
の
第
五
門
「
図
引
例
証
」
(
二
六
丁
右
)
に
は
『
大
経
』

@
 

の
文
を
三
業
帰
命
の
例
証
と
挙
げ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
箇
所
の

二
四

『
大
経
』
の
意
義
は
三
通
り
考
え
ら
れ
る
。
一
に
は
、
釈
草
が
大
衆
に
静
土
の

国
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
聞
く
と
こ
ろ
決
定
し
て
虚
く
な
い
こ
と
を
信
ぜ
し
め

よ
う
と
す
る
意
図
と
と
る
.
ま
た
こ
に
は
、
待
土
の
厳
浄
相
を
見
て
、
往
生
の

業
を
勤
行
せ
し
め
よ
う
と
意
図
し
て
の
こ
と
。
三
に
は
、
胎
化
の
二
生
を
み
て
、

余
裕
の
心
を
捨
て
決
定
し
て
鴎
を
修
せ
し
め
ん
と
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
三
畿
で
あ
る
。
即
ち
阿
難
が
合
意
礼
敬
し
名
号
を
称
え
る
こ
と
ま
で
全
て

見
土
の
方
法
で
あ
っ
て
、
決
し
て
三
業
帰
命
し
て
往
生
を
願
う
例
証
と
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

第
三
節
三
業
帰
命
説
の
妨
難
に
つ
い
て

正
意
安
心
に
は
元
来
妨
難
な
ど
必
要
な
い
が
、
三
業
帰
命
説
に
は
『
帰
命

弁
』
第
六
門
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
種
々
の
妨
難
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
帰
命

し
た
日
時
の
記
憶
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
行
者
が
後
時
に
於
い
て
雑
行
雑
修

の
疑
心
も
お
こ
っ
て
く
れ
ば
、
そ
の
者
が
弥
陀
を
た
の
ん
だ
の
か
否
か
、
さ
ら

に
は
帰
命
し
た
日
時
を
記
協
し
て
い
る
か
否
か
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ

う
。
三
業
帰
命
は
元
来
が
間
信
の
信
心
で
は
な
い
か
ら
、
後
日
に
不
決
定
に
思

う
不
安
感
が
お
こ
っ
て
再
三
た
の
み
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

真
宗
の
弥
陀
を
「
た
の
む
」
は
、
三
業
を
表
相
し
て
た
の
む
の
で
は
な
い
。

た
だ
仏
願
の
生
起
本
末
を
疑
心
な
く
聞
い
て
、
一
心
に
仏
た
す
け
た
ま
え
と
た

の
む
信
楽
開
発
の
一
念
に
、
往
生
を
如
来
に
ま
か
せ
て
臨
終
一
念
ま
で
信
じ
る

心
の
変
わ
ら
ぬ
の
を
た
の
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
帰
命
の
日
時
を
記
憶



し
な
い
の
は
そ
の
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
信
心
が
時
間
と
共
に
廃
れ
て
く

る
訳
で
も
な
い
の
で
、
再
三
に
た
の
み
見
直
す
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
か
く

て
正
意
安
心
に
は
妨
難
も
必
要
な
い
し
、
通
釈
も
必
要
な
い
の
で
あ
る
と
宝
厳

は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

第
四
章

宝
厳
の
真
宗
理
解

宝
撤
の
願
生
帰
命
説
批
判
は
、
『
帰
命
弁
』
へ
の
論
難
を
中
心
に
展
開
し
て

い
る
の
だ
が
、
今
そ
の
教
学
理
解
を
三
箇
条
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

最
初
に
行
信
の
関
係
に
つ
い
て
、
信
と
は
如
来
の
誓
願
を
聞
い
て
疑
心
な
い

こ
と
を
言
い
、
行
と
は
本
願
の
名
号
を
聞
い
て
一
声
乃
至
十
声
を
称
え
る
こ
と

を
行
と
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
体
は
、
行
信
と
も
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の

名
号
で
あ
る
が
、
意
に
あ
っ
て
は
信
と
名
づ
け
、
口
に
あ
っ
て
は
行
と
名
づ
け

る
。
ま
た
往
生
行
と
い
う
の
も
報
恩
行
と
い
う
の
も
同
じ
く
称
名
念
仏
の
形
を

と
る
が
、
衆
生
往
生
の
為
に
仏
の
側
か
ら
名
号
を
成
就
し
て
こ
れ
を
衆
生
に
回

施
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
往
生
行
と
呼
ぴ
、
他
方
衆
生
が
名
号
を
間

信
す
る
一
念
に
往
生
の
業
事
成
弁
し
、
そ
の
後
の
念
仏
は
阿
弥
陀
如
来
の
救
滑

に
あ
ず
か
る
こ
と
の
尊
さ
を
喜
ぷ
心
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
と
れ
ば
報
愚
行
と

名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
弥
陀
の
素
意
に
約
す
れ
ば
住
生
行
と
名
づ
け
、

行
者
の
安
心
に
約
す
れ
ば
報
恩
行
と
い
う
の
で
あ
り
、
双
方
と
も
そ
の
体
は
た

だ
一
つ
の
称
名
に
変
わ
り
は
な
い
と
述
べ
、
真
宗
の
行
信
論
を
再
確
認
し
て
い

る。
第
二
に
宝
厳
の
理
解
で
注
目
す
る
点
は
、
法
然
・
親
稽
・
蓮
知
の
三
師
の
行

宝
厳
の
著
述
と
思
想

信
解
釈
に
言
及
し
、
三
師
と
も
弘
願
の
信
行
を
説
く
際
に
行
信
不
離
で
あ
る
の

だ
が
、
そ
の
説
相
が
異
な
る
と
し
て
い
る
。

聖
道
仏
教
が
一
般
的
で
あ
り
、
浄
土
の
法
門
を
知
る
人
が
少
数
の
時
代
に
あ

っ
て
法
然
は
専
修
念
仏
の
教
え
を
開
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
『
選
択
集
』
の
中

で
、
善
導
の
釈
義
に
よ
っ
て
観
経
要
門
よ
り
廃
立
を
以
て
諸
行
は
本
願
の
行
に

非
ず
、
念
仏
の
一
行
の
み
が
本
願
選
定
の
正
定
業
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
旬
。

即
ち
信
を
一
念
に
し
て
往
生
を
得
る
と
選
定
し
て
行
を
一
生
涯
に
励
む
べ
き
と

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
聖
道
門
の
行
者
を
誘
引
す
る
為
に
、
身
近
に

行
を
表
と
し
て
、
信
を
裳
と
し
て
選
択
本
願
を
弘
め
た
の
で
あ
る
。
信
の
一
念

と
報
謝
の
称
名
と
は
『
選
択
集
』
当
面
上
は
説
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
往
生
の

定
ま
る
こ
と
は
信
に
約
し
て
行
に
約
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
親
鳴
の
行
信
を
窺
う
と
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
と
言
う
。
一
に
は
、
念

仏
を
表
と
す
る
表
現
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
身
の
安
心
を
述
べ
て
「
親
婚
に

お
き
で
は
唯
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
よ
き
人
の
仰
せ

@
 

を
か
ふ
む
り
て
信
す
る
他
に
別
の
子
細
な
き
な
り
」
と
あ
る
し
、
『
末
灯
紗
』

• 

に
じ
開
「
弥
陀
の
本
願
と
ま
ふ
す
は
名
号
を
と
な
へ
ん
も
の
を
極
楽
へ
む
か
へ
ん

と
曹
は
せ
た
ま
ひ
た
る
を
深
く
信
し
て
称
ふ
る
が
目
出
度
き
こ
と
に
で
き
ふ
ら

ふ
な
り
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
行
を
表
と
し
て
信
を
裏
と
す
る
説
で

あ
る
。
も
う
一
方
は
、
信
心
を
も
っ
て
表
と
す
る
表
現
方
法
で
あ
る
。
曇
鱒
の

釈
義
に
よ
り
大
経
弘
願
を
明
か
し
、
そ
の
信
心
を
本
と
し
信
一
念
に
往
生
治
定

す
る
こ
と
を
詳
し
く
教
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
龍
樹
の
『
易
行
品
』
に

昏

よ
っ
て
、
信
の
上
の
称
名
念
仏
を
報
仏
恩
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
信
を
表

二
五



と
し
、
行
を
裏
と
し
た
説
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
蓮
知
の
説
を
窺
う
と
、
法
然
・
親
鳴
ら
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
の
教

え
が
弘
通
し
て
き
た
時
代
だ
が
、
口
業
に
称
名
ば
か
り
で
待
土
往
生
出
来
る
よ

う
に
思
う
者
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
『
御
文
章
』
で
も
明
ら
か
で
あ
る
う
。

そ
こ
で
、
後
生
た
す
け
た
ま
え
と
弥
陀
を
た
の
む
信
一
念
に
往
生
治
定
す
と
信

心
を
顕
わ
し
、
そ
の
上
で
の
称
名
は
仏
恩
報
謝
で
あ
る
と
教
示
し
た
の
で
あ
る
。

蓮
如
は
信
心
を
表
と
し
、
弥
陀
を
た
の
め
ば
必
ず
た
す
け
た
ま
う
本
顕
で
あ
る

と
間
信
し
て
、
念
仏
す
べ
し
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
法
然
が
念
仏
を
表
と
し
て
、
信
心
を
勧
め
た
の
も
、
蓮
如
が
信

心
を
表
と
し
て
念
仏
を
勧
め
た
の
も
、
各
々
の
時
機
に
相
応
し
た
説
相
で
あ
る

が
、
双
方
と
も
本
願
を
伝
え
ら
れ
た
事
実
に
は
相
違
な
い
。
親
婦
に
於
い
て
は

「
信
と
行
を
ふ
た
つ
と
聞
け
ど
も
、
行
を
ひ
と
こ
え
す
る
と
聞
き
て
疑
わ
ね
ば

行
を
離
れ
た
る
信
は
な
し
と
聞
き
て
候
。
ま
た
信
を
離
れ
た
る
行
な
し
と
お
ぼ

し
め
す
べ
し
。
こ
れ
み
な
弥
陀
の
御
奮
と
申
す
こ
と
を
こ
こ
ろ
う
べ
し
。
信
と

@
 

行
は
御
奮
を
申
す
な
り
」
と
行
信
不
離
を
教
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
宝
厳
の

主
張
は
、
時
代
背
景
を
勘
案
し
た
真
宗
理
解
と
し
て
注
目
出
来
る
と
考
え
る
。

ま
た
『
挟
膜
篇
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
(
ニ
丁
右
1
三
丁
右
)
、
宝
撤
自
身
は

決
し
て
願
生
欲
生
の
意
義
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
信
即
一
と
言
い
な
が
ら
、
信
楽
は
相

続
で
あ
っ
て
一
念
帰
命
の
た
の
む
義
で
は
な
い
と
主
張
し
て
、
た
だ
欲
生
一
心

を
た
の
む
義
と
す
る
主
張
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
信
服

し
て
棒
土
教
を
聞
く
行
者
に
は
、
欲
生
願
生
の
心
が
な
い
者
は
い
な
い
で
あ
ろ

二
六

う
と
も
述
べ
て
い
る
。
信
楽
の
上
で
欲
生
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
往
生
出
来
よ
う

が
、
信
楽
を
離
れ
て
欲
生
の
み
で
は
往
生
不
可
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

欲
生
心
そ
の
も
の
を
否
定
し
去
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
念
頭
に
置
く
べ

き
で
あ
る
。

第
三
点
に
、
本
願
の
三
心
理
解
に
三
重
出
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
心
は
即
一
心
で
あ
り
、
そ
の
体
に
は
前
後
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
相
に
は

次
第
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
衆
生
が
名
号
を
問
得
す
る
時
に
ま
こ
と
の
心
が

顕
れ
る
の
は
、
名
号
即
ち
至
心
が
体
と
な
っ
て
い
る
為
で
あ
る
。
次
に
弥
陀
を

た
の
み
で
疑
う
心
が
顕
れ
る
の
は
、
そ
の
至
心
が
信
楽
の
体
と
な
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
時
に
往
生
せ
ん
と
思
う
心
が
顕
れ
る
の
は
、
そ
の
信
楽
が
欲
生
の
体

と
な
っ
て
い
る
為
で
あ
る
。
従
っ
て
た
の
む
心
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
の
顕

現
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
他
力
の
は
か
ら
い
で
あ
る
と
考
え
、
所
調
三
重

出
体
説
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
宝
厳
が
最
も
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
は
、
帰
命
と
欲
生
と
を
同

一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
即
ち
『
行
巻
」
の
帰
命
の
釈
と
「
信

巻
」
の
欲
生
釈
と
の
双
方
に
招
喚
の
勅
命
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し

て
、
帰
命
と
欲
生
と
は
同
意
で
あ
る
と
の
誤
解
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

ま
ず
如
来
の
側
か
ら
言
え
ば
と
も
に
勅
命
で
あ
る
し
、
衆
生
の
側
か
ら
言
え

ば
信
心
で
あ
る
。
加
来
の
側
か
ら
言
う
と
は
、
「
行
巻
」
の
帰
命
の
釈
で
言
う

よ
う
に
、
帰
命
は
即
ち
如
来
の
意
を
宣
述
し
て
招
喚
さ
れ
る
勅
命
で
あ
ろ
う
。

そ
の
勅
命
を
聞
け
ば
、
本
願
を
信
楽
し
て
我
国
に
生
れ
ん
と
思
え
と
言
う
の
が

こ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
信
と
帰
命
は
と
も
に
如
来
に
約
せ
ば
、
加
来
の
勅
命



で
あ
る
と
知
る
の
で
あ
る
。

他
方
衆
生
の
側
か
ら
言
え
ば
、
帰
命
は
衆
生
が
如
来
の
勅
命
に
信
服
す
る
心

で
あ
る
。
そ
の
帰
命
の
心
を
聞
け
ば
、
至
心
に
信
楽
し
て
浄
土
に
生
れ
ん
と
欲

す
三
信
で
あ
る
。
従
っ
て
た
す
け
た
ま
え
と
た
の
む
と
は
三
信
を
基
本
と
し
た

帰
命
の
意
味
で
あ
っ
て
、
単
に
欲
生
一
心
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
行
巻
L

帰
命
の
釈
は
如
来
の
勅
命
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
能
信
と
す
る

も
の
で
は
な
い
。
他
方
「
信
巻
」
の
欲
生
釈
は
、
加
来
に
よ
っ
て
発
起
せ
ら
れ

る
信
心
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
衆
生
の
能
信
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

コ
打
巻
」
と
「
信
巻
」
の
釈
意
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
帰
命
と
欲
生
と
を

同
意
と
す
る
の
は
誤
解
で
あ
る
し
、
ま
し
て
口
業
に
た
す
け
た
ま
え
と
申
し
述

べ
る
意
と
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
信
巻
」
に
は
欲
生
を
如
来
の
勅
命
と
説
示
さ
れ
、
至
心
信
楽
の
二
心
に
は

こ
の
釈
が
な
い
こ
と
を
以
て
願
生
帰
命
派
は
、
欲
生
心
こ
そ
加
来
回
向
の
真
実

心
で
あ
り
、
往
生
の
正
闘
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

宝
厳
は
欲
生
我
国
と
い
う
言
葉
に
は
確
か
に
勅
命
の
意
味
が
明
白
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
至
心
信
楽
に
は
勅
命
の
意
味
が
あ
ら
わ
れ
に
く
い
為
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
即
ち
欲
は
衆
生
の
願
欲
で
あ
り
、
我
は
阿
弥
陀
仏
を
指
す
言
葉
で
あ

る
か
ら
、
欲
生
我
国
は
阿
弥
陀
仏
が
衆
生
に
対
し
て
我
国
に
生
れ
ん
と
願
え
と

勅
命
す
る
こ
と
に
な
り
表
現
が
直
接
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
勅
命
の
釈
は
欲
生

に
存
在
す
る
が
、
他
の
二
心
に
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
元
来
三
信
は
一
心
の
上

の
三
相
で
あ
る
か
ら
、
三
信
と
も
に
勅
命
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
り
、

欲
生
心
の
み
が
加
来
の
勅
命
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
宝
厳
は
主
張
し
て
い
る

宝
厳
の
著
述
と
思
想

こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

結

論

惑
乱
史
全
体
を
考
察
す
る
際
に
、
『
帰
命
弁
』
に
対
す
る
大
麟
・
宝
厳
・
玄

杖
或
い
は
環
中
ら
が
論
争
の
往
復
を
行
っ
て
い
た
時
期
(
前
惑
乱
期
)
は
、
む

し
ろ
惑
乱
最
盛
期
(
惑
乱
当
期
)
以
上
に
教
学
的
に
意
義
深
い
時
期
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

宝
厳
に
よ
る
願
生
・
三
業
帰
命
説
批
判
は
細
部
に
わ
た
り
精
密
に
展
開
さ
れ

た
一
方
、
『
典
復
記
』
『
本
願
訣
』
出
版
よ
り
わ
ず
か
に
十
数
年
後
の
享
和
三
年

(
一
八

O
三
〉
に
は
、
く
し
く
も
彼
自
身
が
東
本
願
寺
に
よ
り
異
議
に
関
わ
れ

廻
心
状
を
提
出
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
三
業
帰
命
説
の
批
判
の
た
め

に
極
端
に
、
「
弥
陀
を
た
の
む
」
或
い
は
「
真
宗
本
尊
L

に
つ
い
て
身
業
・
口

業
の
廃
棄
を
主
張
し
た
も
の
と
推
測
出
来
る
が
、
誠
に
皮
肉
な
結
末
と
な
る
の

で
あ
る
。

同
時
に
そ
の
当
時
の
真
宗
安
心
が
現
在
の
よ
う
に
強
固
な
も
の
と
し
て
確
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
察
出
来
よ
う
か
。
無
帰
命
安
心
へ
の
批
判
が
願
生

帰
命
説
を
育
て
る
土
壌
を
つ
く
り
、
そ
の
願
生
帰
命
説
を
宝
厳
ら
の
信
楽
派
が

批
判
を
し
て
い
く
と
い
う
、
論
争
を
繰
返
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

そ
の
教
学
上
の
論
争
の
往
復
が
や
が
て
世
俗
的
な
事
案
に
ま
で
発
展
し
、
大

蔵
・
道
隠
ら
の
学
説
で
一
応
の
終
局
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

二
七



註①
第
二
代
知
空
の
『
甫
窓
塵
壷
』
に
は
「
心
に
存
念
な
く
ば
な
ん
ぞ
願
行
具
足
と

い
は
ん
や
。
業
成
は
意
地
に
あ
る
故
な
り
。
」
と
、
往
生
に
は
意
業
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
説
き
、
其
の
門
人
で
あ
る
暁
諦
(
一
六
六
四
1
一
七
二
七
)
は
、
知
空

の
安
心
を
受
け
て
『
北
窓
偶
競
』
を
著
作
し
、
「
た
だ
仏
前
に
誘
引
し
て
安
心
の

お
も
む
き
を
い
ひ
き
か
し
め
、
阿
弥
陀
如
来
わ
れ
ら
が
今
度
の
一
大
事
の
後
生
御

た
す
け
候
へ
と
た
の
ま
し
む
べ
し
J

と
著
わ
し
て
三
業
帰
命
の
安
心
を
説
い
て

い
る
。
そ
の
他
、
検
諦
の
門
人
下
聞
こ
六
七
六
1
一
七
三
八
)
や
そ
の
下
関
の

門
人
で
あ
る
懇
錯
(
一
六
九
四
1
一
七
五
こ
も
三
業
帰
命
・
顕
生
帰
命
を
説
い

て
い
る
。
さ
ら
に
第
五
代
能
化
義
教
{
一
六
九
四
l
一
七
六
八
)
に
至
っ
て
い
よ

い
よ
そ
の
傾
向
は
明
確
に
な
り
、
『
閲
寮
壁
間
』
の
中
で
、
『
一
心
一
向
に
仏
た
す

け
玉
へ
と
た
の
み
奉
る
身
口
意
の
三
業
、
阿
弥
陀
如
来
の
御
念
力
よ
り
し
か
ら
し

め
玉
ふ
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
皆
是
他
力
な
る
に
あ
ら
ず
や
J

等
と
三
業
帰
命
を
強

〈
主
張
し
て
い
る
。

②
膳
轟
岱
山
箸
『
虐
げ
ら
れ
つ
つ
法
械
を
躍
る
親
鍵
の
聖
教
徒
』
{
昭
和
六
年
)
。

新
進
高
明
著
『
百
年
忌
を
迎
ふ
る
殉
教
者
正
運
』
。
A

昭
和
五
年
。
『
真
宗
学
報
』

六
号
)
な
ど
。

③
定
説
的
で
高
評
価
の
書
『
願
生
帰
命
弁
』
及
ぴ
高
徳
の
能
化
功
存
に
対
し
て
の

遠
慮
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

④
『
仏
教
大
辞
葉
』
に
よ
る
と
、
宝
厳
の
異
義
は
次
の
五
点
と
さ
れ
て
い
る
。

ω弘
願
の
信
行
以
外
は
こ
と
ご
と
く
方
便
・
仮
門
の
普
と
す
る
。
第
十
八
願
に
替

わ
れ
る
三
信
と
十
念
の
み
が
宗
義
で
あ
っ
て
他
の
供
仏
・
諦
経
・
教
導
は
総
べ
て

方
債
の
普
で
あ
る
と
す
る
こ
と
。

ω追
普
供
養
は
亡
者
に
廻
向
す
る
行
為
で
あ
る
。

亡
者
の
為
に
す
る
の
は
大
悲
伝
普
化
の
意
味
で
あ
っ
て
知
来
の
大
廻
向
を
亡
者
に

廻
向
さ
せ
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ω仏
像
は
安
心
決
定
に
導
く
為
の

方
便
で
あ
っ
て
、
信
決
定
後
は
何
ら
カ
用
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
。

ω

弘
願
念
仏
の
利
益
に
来
迎
の
益
が
あ
る
と
す
る
こ
と
。

M
W
弥
陀
を
た
の
む
に
つ
い

て
信
心
以
外
に
た
の
む
の
意
業
な
い
と
す
る
。
所
諦
意
業
募
。
。

⑤
龍
谷
大
学
篇
『
仏
教
大
辞
葉
』
四
二
一
一
頁
の
之
五
厳
異
義
」
の
項
参
照
。
ま

二
八

た
『
顕
真
学
報
』
十
七
{
一
九
三
六
年
}
所
収
の
大
原
性
質
氏
「
宝
厳
の
信
顧

論
』
八
一
一
1
八
三
頁
参
照
。

⑥
『
宗
学
院
論
輯
』
第
九
輯
。
普
賢
大
岡
氏
は
こ
の
稿
で
、
非
意
業
と
は
意
業
に

非
ず
の
意
味
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
業
と
は
一
般
仏
教
の
義
に
よ
れ
ば
人
の
意
識
経

験
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
真
宗
に
於
い
て
は
信
心
を
も
っ
て
非
怠
業
と

す
る
の
は
性
相
学
上
か
ら
云
え
ば
ま
こ
と
に
不
都
合
が
あ
ろ
う
が
、
性
相
学
の
意

業
は
衆
生
の
連
想
上
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
真
宗
信
心
は
衆
生
の
連
想
に
わ
た
る

も
の
で
は
な
い
。
真
家
の
信
心
は
こ
の
性
相
学
の
範
鳴
を
も
っ
て
お
き
ま
ら
な
い

も
の
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
意
味
を
表
す
言
葉
と
し
て
非
怠
業
な
る
言
葉
を
用
い

て
信
心
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
決
し
て
無
意
識
ま
た
は
無
念
無
想
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
帰
命
の
一
念
は
二
種
深
信
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
は
機
法

二
種
の
信
相
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
す
る
。
意
業
非
意
業
の
語
義
は
凡
夫
の
連
想

造
作
に
わ
た
る
か
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
決
す
る
。
凡
夫
の
連
想
造
作

に
わ
た
ら
な
い
信
心
を
非
意
業
と
し
、
凡
夫
の
連
想
造
作
に
わ
た
る
意
識
経
験
を

意
業
と
す
る
。

⑦
例
え
ば
大
原
性
質
氏
な
ど
は
、
「
宝
厳
の
信
頼
論
」
(
『
顕
真
学
報
』
十
七
号

(
昭
和
十
二
年
)
所
収
八
三
頁
)
の
中
で
宝
厳
の
意
業
帰
命
を
「
こ
れ
宝
厳
の

異
義
と
し
て
破
斥
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
れ
る
一
端
で
あ
る
J

と
し
て
い
る
。

⑥
ま
た
現
代
で
も
吉
谷
覚
寿
氏
は
「
改
邪
紗
略
述
」
で
信
心
を
意
業
と
し
、
是
山

恵
覚
氏
も
本
典
講
義
で
信
一
念
を
以
て
他
力
の
意
業
と
し
て
い
た
と
、
『
非
意
業

の
研
究
L

(

前
掲
)
で
は
述
べ
て
い
る
。

⑨
こ
れ
ら
の
呼
称
は
立
場
や
見
解
に
よ
っ
て
様
々
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
義
派

に
対
し
て
新
義
派
。
非
三
業
派
に
対
し
て
三
業
派
。
信
嫌
派
に
対
し
て
欲
生
派
。

所
化
派
に
対
し
て
能
化
派
。
在
野
派
に
対
し
て
学
林
派
。
こ
の
よ
う
に
様
々
あ
る
。

⑪
三
業
帰
命
を
願
生
帰
命
説
の
実
践
と
考
え
る
な
ら
ば
、
後
の
三
業
帰
命
説
へ
の

批
判
も
そ
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る
顕
生
帰
命
説
へ
の
批
判
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

⑪
二
帖
目
三
通
。

⑫
『
真
聖
全
』

W
の
五
八

O
頁



⑬
他
に
も
『
新
古
今
集
』
慈
円
の
歌
『
た
だ
た
の
め

重
ね
て
こ
そ
は
ま
た
も
怨
み
め
」
も
あ
る
。

⑬
周
の
安
王
(
紀
元
前
回
O
二
年
)
か
ら
秦
の
始
皇
帝
に
い
た
る
ま
で
の
約
二
五

0
年
聞
の
縦
横
家
の
楢
謀
術
策
を
十
ニ
ヵ
国
に
分
け
て
書
い
た
書
。
{
『
プ
リ
タ
ニ

カ
国
際
大
百
科
事
典
』
)

⑮
李
絶
杜
律
の
こ
と
。
唐
の
李
白
は
絶
句
に
優
れ
社
甫
は
律
詩
に
優
れ
た
が
、
そ

の
う
ち
社
甫
の
律
詩
の
み
を
「
社
律
」
と
い
う
。

⑬
王
維
が
帰
国
す
る
阿
倍
仲
麻
呂
に
送
っ
た
律
詩
と
い
わ
れ
る
。

積
水
不
可
極
積
水
極
む
可
か
ら
ず
安
知
檎
海
東
安
ん
ぞ
檎
海
の
束

を
知
ら
ん

万
里
空
に
乗
ず
る

が
若
し

帰
帆
但
だ
風
に
任

す
の
み

例
へ
ば
人
の
い
つ
は
り
を

九
州
何
処
遺

九
州
何
れ
の
処
か
逮
き

万
里
若
乗
空

向
国
唯
看
日

国
に
向
い
て
唯
だ
日
を
看

帰
帆
但
信
風

帯
身
映
天
黒
帯
身
天
に
映
じ
て
黒
〈

⑫
『
真
聖
全
』

H
の
五

O
七
頁
。

⑬
他
に
も
『
草
号
真
保
銘
文
』
に
「
た
だ
如
来
の
至
心
信
刷
用
を
た
の
む
べ
し
」
と

も
『
一
念
多
念
文
意
』
に
『
異
学
と
い
ふ
は
聖
道
外
道
な
り
。
こ
れ
ら
は
偏
に
自

力
を
た
の
む
も
の
な
り
。
別
解
は
念
怖
を
し
な
が
ら
他
力
を
た
の
ま
ぬ
な
り
と
法

然
上
人
本
願
:
:
:
」
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

⑬
五
帖
目
十
一
通
。
五
帖
目
十
三
通
な
ど
。

@
「
何
の
よ
う
も
な
く
た
だ
ニ
心
な
く
、
一
向
に
(
総
)
阿
弥
陀
仏
ば
か
り
を
タ

ノ
ミ
ま
い
ら
せ
て
、
後
生
(
別
)
た
す
け
た
ま
え
と
思
う
心
ひ
と
つ
に
て
易
〈
仏

に
な
る
べ
き
な
り
」
と
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

@
『
法
数
』
ほ
っ
す
う
:
:
:
仏
教
の
教
載
を
敢
に
よ
っ
て
分
類
・
解
説
し
た
も
の
。

そ
の
中
、
経
量
部
で
は
大
乗
仏
教
と
同
様
に
、
業
に
つ
い
て
思
の
働
く
姿
に
つ
い

て
身
業
・
語
業
・
意
業
の
区
別
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
思
に
審
臆
思
・
決
定
思
・

動
発
勝
思
の
三
種
を
た
て
て
説
明
し
て
い
る
。
審
慮
息
1
1
1
身
語
の
二
業
を
お
こ

そ
う
と
す
る
と
き
審
慮
す
る
も
の
決
定
思

i
'決
定
心
を
お
こ
し
て
、
ま
さ
に

以
下
省
略
す
。

宝
般
の
著
述
と
思
想

な
さ
ん
と
す
る
動
発
勝
思

i
l身
語
の
二
業
に
お
い
て
動
作
す
る
。
こ
の
よ
う

な
思
の
三
種
か
ら
し
て
、
意
業
は
審
慮
と
決
定
を
そ
の
自
体
と
し
、
身
語
の
表
業

は
動
発
す
る
普
不
普
を
自
体
と
し
、
無
表
業
は
思
の
種
子
の
う
え
に
あ
る
不
普
あ

る
い
は
普
を
防
ぐ
功
能
を
自
体
す
る
と
説
か
れ
る
。

@
『
真
聖
全
』

I
の
三
八
九
頁
。
『
七
祖
註
』
二

O
三
頁
。
『
真
聖
全
』

I
の
四
一

五
頁
。
『
七
祖
註
』
二
五

O
頁。

@
『
真
聖
全
』

H
の
四
八
一
頁
。

@
『
真
聖
全
』

H
の
四
八

O
頁。

@
『
真
聖
全
』

H
の
五

O
三
真
。

@
五
帖
目
だ
け
で
も
、
五
帖
目
三
通
、
七
通
、
十
二
遇
、
十
八
通
、
二
一
通
。

@
五
帖
目
だ
け
で
も
、
五
帖
目
十
二
通
、
十
四
通
、
十
九
通
。

@
大
経
に
臼
く
、
『
ニ
こ
に
於
て
阿
雛
起
き
て
衣
服
を
整
え
身
を
正
し
西
に
し
面

を
恭
敬
合
掌
し
て
五
体
投
地
し
無
量
寿
仏
を
礼
し
白
し
て
謂
〈
、
世
草
願
わ
く
は

彼
仏
安
蝶
国
土
及
ぴ
緒
普
瞳
声
聞
大
衆
を
見
事
ら
ん
、
其
の
諦
を
説
き
お
わ
る
に

聞
時
に
無
量
寿
仏
大
光
明
を
放
つ
」
等
と
い
う
箇
所
の
こ
と
。

⑮
『
真
聖
全
』

I
の
九
四
三
頁
。

@
『
真
聖
全
』

H
の
七
七
四
頁
。

@
『
真
聖
全
』

H
の
六
七
二
頁
。
第
十
二
通
。

@
『
真
聖
全
』

I
の
二
六

O
頁。

@
『
真
聖
全
』

H
の
六
七
二
頁
。

『
末
灯
紗
』
第
十
一
通
。

ム
M

品
世
帯
文
献
・
参
考
論
文
(
抄
出
)

『
反
正
紀
略
』
八
巻
・
十
二
巻
・
十
三

『
統
反
正
紀
略
』
一
巻
・
二
巻
・
三
巻
・
七
巻

大
灘
署
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』

(
『
真
宗
叢
書
』
十
巻
所
収
)
・
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
三
巻
(
浄
向
寺
蔵
)

『
真
宗
叢
書
』
第
二
巻
真
宗
百
論
題
集
(
上
}
『
三
心
一
心
」
コ
ニ
願
欲
生
』
そ
の

他
該
当
簡
所

大
原
性
質
著
『
真
宗
願
生
論
の
展
開
』
{
昭
和
三
十
九
年
}

『
真
宗
全
書
』
七
十
一
巻
所
収

『
真
宗
全
書
』
七
十
二
巻
所
収

永
田
文
昌
堂

二
九



。

磨
轟
功
調
著
『
法
住
教
団
百
年
史
』
(
平
成
十
一
年
三
月
十
五
日
)

『
三
業
惑
乱
と
真
宗
教
義
』
第
三
十
九
回
大
会
(
平
成
十
五
年
六
月
}龍

谷
教
学
会
議
舗

永
田
文
畠
堂

法
住
教
団
刊

林
智
康
著
『
凪
禿
齢
構
讃
』
(
平
成
十
六
年
}

中
井
玄
道
氏
コ
ニ
業
惑
乱
の
大
観
」『

龍
谷
大
学
論
披
』
第
二
六
三
号
(
大
正
十
四
年
}

普
賢
大
回
氏
「
非
意
業
の
研
究
」
『
宗
学
院
論
輯
』
第
九
輯
(
昭
和
七
年
}

村
上
速
水
氏
「
願
生
思
想
の
諸
形
態
と
親
鳴
の
立
場
l
本
願
に
於
け
る
欲
生
の
意
味

す

る

も

の

|

」

『

真

宗

学

』

第

二

十

号

(

昭

和

三

十

四

年

}

可
西
大
秀
氏
、
三
業
帰
命
説
を
中
心
と
し
て
の
静
論
」
『
真
宗
の
異
義
と
そ
の
腰
史
』

(
昭
和
五
十
二
年
清
水
堂
出
版
)
所
収

草
原
弘
記
氏
「
真
宗
教
学
に
於
け
る
意
業
・
非
意
業
に
つ
い
て
」

『
宗
学
院
論
輯
』
平
成
十
七
年
三
月




